
令和２年度

算数部研修会 実践発表Ⅰ

算数科における

自律した学習者を育てる学習プロセス

－ １年生の実践 －

松橋 純子

令和２年９⽉23⽇

・全ての平仮名を全員の子どもが書けるというわけではない。

・集団で学習するという経験がなく，学ぶ，学び合うということ

を理解していない。（学習のルール，進め方）

・ノートの使い方を理解していない。

・発表は分かっている人が手を挙げてすることだと思っている。

・たし算，ひき算を知っていると思っている子どもがほとんどで

ある。

・日常生活の中で無意識に算数を用いている。

１年⽣の実態
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・学習のルールの大切さを教え，習慣化させる。
・「学ぶ」「学び合う」とはどういうことなのかを実際の授業の
中で捉えることができるように教える。

・全員がノートを取ることができるような支援をする。
・発表するということに対する考え方を確かめる。
・問題を解決する方法がいろいろあるということを経験する場を
設ける。

・日常生活の中に算数を活用してきた場面があることに気付くこと
ができる支援をする。

１年⽣への⽀援

（１）新たな問題発見につなぎ，数学のよさを実感できる単元構成

・日常生活の場面から算数を見つける導入。

・解決方法を選択して解決するためのスキルの習得。

・学んだことを生活の中で活用する場。

（２）統合的・発展的な思考を促す省察の工夫。

・めあての立て方。

・よりよい解決方法を選択する場。

・学習問題と似ている問題を考える場。

算数の研究との関連から
１年⽣の⼦どもたちへの⽀援を考えると

研究の重点
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今まで学習した単元

いくつかな 数の理解（数え方，よみ方，書き方，順序）

なんばんめ 集合数と順序数

いまなんじ 何時と何時半

いくつといくつ １０までの数の合成分解

ぜんぶでいくつ 増加と合成，異種の量の加法適用問題

のこりはいくつ 求算，求補，異種の量の減法適用問題

どれだけおおい 求差

日常生活の場面から算数を見つける導入

日常生活の場面を示している絵 → 算数の問題

ぜんぶでいくつ のこりはいくつ
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解決方法を選択して解決するためのスキルの習得

選択するための方法の習得 ～ ぜんぶでいくつ ～

・指

・ブロック

・おはじき

・鉛筆でのチェック

・図

・式

↓

問題解決の見通し

実際の授業 ～どれだけおおい～

C：いす取りゲームだ。

C：やったことある。

T：どんなゲーム？

C：いすが１個足りない。

C：こどもが座れなくなる。

T：え？みんな座れないの？

C：同じ数だとゲームでない。

T：それは，いすと子どもの数が・・・

C：違うってことよ。

T：それを数の違いっていうよ。

学習対象との
出会い

＜重点１＞
数学の問題を
⾒いだすための省察

１．めあて

子どもたちの言葉を用いながらめあてを立てる。
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２．学習問題

子どもたちと問題をつくる

<今までの問題>

・いちごとぶどうではいちごは何個多い？

・バスと車どちらが何台多い？

同じ単位

二つの単位

「いくつ」は便利
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３．見通し

今まで学んだ方法の中で

この問題に使うことができそうな

解決方法を問う。

↓

４．自分との「対話」

＜重点１＞
問題を解決していくための⽅法の選択

５．仲間との「対話」

教師の支援・・・話合いの可視化

↓

６．適切な解決方法の選択

T:これからどの考えを使いたいの?

↓

ノートに決まった方法を書く。

＜重点１・２＞
数学的なよさを
⾒いだす「対
話」
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７．まとめ

教師の支援
板書にまとめに使いたいキーワードを残す。

＜重点２＞
新たな知識の再構築

めあてとの「対話」

55



８．適用問題，学習問題と似ている問題を考える。

○ 適用問題を提示する場合 ○ 考えさせることができる場合
例えば
５－５＝０

まとめ
同じ数から同じ数をとると０

に
なる。

＜重点２＞
新たな知識の再構築と活⽤

９．学んだことを生活の中で活用する場

○教師が活用場面を見せる。
なんばんめ
「前から○番目の人，ノートを持ってきて。」
「前から４人立って。マットを運ぶよ。」

ぜんぶでいくつ
「いいね玉。１年生みんなで何個入ったかな。」
「折り紙，始めに２枚渡すね。みんなで一緒に活動してから
その後，自分で考えてできるように３枚渡すね。」

○教師が子どもの活用場面を見つけて教える。

＜重点１・２＞
新たな問題場⾯や
⽇常⽣活への活⽤
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○ 問いの整理の仕方

○ より良い考えの選択の仕方

○ 日常生活の場面で算数を自覚させるための支援（顕在化）

今後の課題

・佐藤学（2019）,「統合的・発展的に考える授業への転換」,新しい算
数研究５月号，東洋館出版社．

・松橋純子（2019），「授業のゴールは次への問い」，新しい算数研
究５月号，東洋館出版社．

・文部科学省（2018），小学校学習指導要領解説算数編，日本文教
出版社．

参考⽂献
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自律した学習者を育てる

令和２年度 ２学期までの取り組み

高橋 裕和

令和２年９月23日

算数科研究の重点

（１）新たな問題発見につなぎ，数学のよさを
実感できる単元構成の工夫

（２）統合的・発展的な思考を促す省察の工
夫

自ら選択・決定する学習活動を位置付けた
子どものパフォーマンスを評価する課題
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子どものパフォーマンスを評価する課題を導入した単元

「分数と整数のかけ算，わり算」
「対称な図形」
「分数のかけ算」
「分数のわり算」
「円の面積」
「データの見方」

～子どものパフォーマンスを評価する課題とは～

リアルな文脈の中で知識やスキルを応用・総
合しつつ，使いこなすことを求める課題

本単元で学習する内容を駆使し，筋道を立て
て考え，見通しをもって解決に向かうことがで
きる課題

魅力ある課題
子どもの実態に応じた挑戦しがいのある課題

【引用・参考文献】
問題解決能力を高める算数科学習指導の工夫に関する研究

～パフォーマンス課題を活用した授業づくり～研究調査報告
第390集 四日市市教育委員会教育支援課
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～子どものパフォーマンスを評価する課題作成について～

①思考のプロセスを表現することを要求

②多様な表現方法（式，言葉，図，絵など）
が使える。

③真実味のある現実世界の場面を扱い，そ
こから数学化するプロセスを含んでいる。

④「有用性・発展性・創造性・実行性」を重視
し，評価したい能力が表れるよう課題。

【引用・参考文献】
問題解決能力を高める算数科学習指導の工夫に関する研究

～パフォーマンス課題を活用した授業づくり～研究調査報告
第390集 四日市市教育委員会教育支援課

～子どものパフォーマンスを評価する課題例～「分数と整数のかけ算わり算」

○知識・技能
○思考力・判断力・表現
力
○学びに向かう力

人間性

課題との出会い

解決に必要となる

知識・技能，学習方略
思考・判断・表現力の

獲得

課題の解決

単元構成
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～子どものパフォーマンスを評価する評価規準表～「分数と整数のかけ算わり算」

～子どものパフォーマンスを評価する評価規準表と課題のつながりについて～

有用性 発展性

創造性 実行性
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～子どもの取り組みと教師のフィードバックについて～

それぞれの材料の分量を順
序立てて計算。

材料の分量を相手に分か
りやすくメモ。概数を使った
表現。

粘り強い取り組み。自分の
表現方法の振り返り。

～子どもの取り組みと教師のフィードバックについて～

それぞれの材料の分量を順
序立てて一本の式に表し，
正しく計算。

材料の分量を相手に分かり
やすく整理してメモ。数が大
きい分数を概数で表現。言
葉で分かりやすく表現。材料
によって小数で伝えるなど数
を選択。

粘り強い取り組み。自分だっ
たら…と考えながらメモ。
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～子どもの取り組み（振り返り）～

～子どもの取り組み（振り返り）～
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～真実味のある文脈から子どものパフォーマンスを評価する課題について～

・他単元とのつながり

・目的意識，相手意識をもてるよ
うな課題設定

「数学のよさ」を実感
「統合的・発展的な思考」を促す

～選択・決定する学習活動を位置付けた，主体性を引き出す足場的支援～

○課題
○めあて

【解決手段】
算数ソフト，教科書，ノート
タブレット，パソコン，電卓
インターネット，指導書
ホワイトボード，実測など

○解決の見通し①課
題
解
決
の
流
れ

【見方・考え方】【学習方略】
【解決方法】【表現方法】

○解決の見通し②

【取り組み方】
一人で，友達と，先生に相談
など

【引用・参考文献】
自ら学び考える子どもを育てる教育の方法と技術 自己調整学習研

究会 北大路書房

○課題解決

省察中

○省察

○「対話」

○振り返り
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～子どもが「選択・決定」「省察」している具体的な取り組み例～

～子どもが「選択・決定」「省察」する具体的な取り組み例～
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～子どもが「選択・決定」「省察」する具体的な取り組み例～

～子どもが「選択・決定」「省察」する具体的な取り組み例～
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～子どもが「選択・決定」「省察」する具体的な取り組み例～

～教師側の課題と改善点～

△実態に応じた課題の
難易度

☆課題を複数用意し，選
択して取り組む

△課題作成と評価に時
間を費やす

☆他の単元でも活用で
きるルーブリック作成

☆単元の精選

△課題 ☆改善点

△課題のパターン化 ☆他教科書やテストの
活用

△タブレット端末の確保 ☆時間をずらして調整
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～学習者側の課題と改善点～

☆単元の途中にミニ課
題を取り入れる

△課題 ☆改善点

△仲間のアイディアに
すぐ頼ってしまう

☆実行可能な課題を
計画的に実施

☆状況に応じた省察
の場を取り入れる

☆個の時間の確保

△主体性の持続

△実行性

【引用・参考文献】

・石井英真（2015）『今求められる学力と学びとは ―コンピテンシー・
ベースのカリキュラの光と影―』 日本標準

・西岡加名恵（2006）「目標に準拠した評価」のためのポートフォリオの
活用に関する国際比較調査―パフォーマンス課題とルーブリックの
開発を中心にー『「カリキュラム設計」への招待―「逆向き設計」で
「確かな学力」を！―』京都大学大学院教育学研究科 教育方法学
講座・教育方法研究室

・徳島祐彌（2018）「小学校算数科におけるパフォーマンス評価の共同
研究」『教育方法の探究』・自己調整学習 理論と実践の新たな展
開へ 自己調整学習研究会 北大路書房

・自ら学び考える子どもを育てる教育の方法と技術 自己調整学習研
究会 北大路書房

・問題解決能力を高める算数科学習指導の工夫に関する研究～パ
フォーマンス課題を活用した授業づくり～研究調査報告 第390集
四日市市教育委員会教育支援課

・算数の本質に迫る「アクティブ・ラーニング」 新算数教育研究会
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